
東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その２９） 

日立市 調査総括表（1/2） 

査番号 県名 市町村名 その（２９） 茨城県 日立市 

１．被害の状況等 

(1) 被災前の人口（H22.10.1） (4) 浸水被害状況図 

 

総人口 193,129  

 
年齢階級別人口 

 

 項目 0-14 歳 15-64 歳 65 歳以上

 

 

人口 25,861 118,012 49,256

 

比率 13.39% 61.11% 25.50%

 
(2) 人的被害の状況（H23.12.31） 

 
死者 0 

 
行方不明者 0 

 (3) 都市計画等の状況 

 都市計画区域 一部都計 

 市街化区域 有 

用途地域 有 

（5） 建物等被災の状況  ※割合は行政区域等の各区域に示す割合 

区 域 
全壊区域 半壊区域 一部損壊区域 総面積 

流出棟数
(ha) 面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 

行政区域 22,555.00 9.31 0.04% 51.23 0.23% 299.44 1.33% 11

都市計画区域 8,680.62 9.31 0.11% 51.23 0.59% 299.44 3.45% 11

用途地域 4,988.42 9.31 0.19% 48.06 0.96% 137.29 2.75% 11

２．復興計画の策定状況 

（１） 復興計画等の策定状況 

 名称 策定年月日 委員会 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

有 復興計画 － 日立市震災復興計画 平成 23 年 9月 26 日
（震災復興会議） 

その他の方針・計画 － － － － 

（２）復興計画の策定方法等での特質（住民参加・大学との連携等・方向性の変更等） 

・日立市震災復興会議 座長：滝田 薫 教授（茨城キリスト教大学） 

・ 〃 委員：蓮見 孝 教授（筑波大学芸術系） 

 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その２９） 

日立市 調査総括表（2/2） 

３．復興計画の概要（市町村全体） 

（１） 整備の基本的な考え方 （２） 整備にあたっての基本的な方針 （３）復旧構想図（市町村全体対象） 

１ 都市構造の方針 東日本大震災による津波浸水区域と既往津波被害想定結果との比較図 
海岸堤防 ・ 市民生活の早期再建に向けた家屋等の修繕の支援 

・検討中  ・ 津波により被害を受けた水産業など産業基盤の復興 

・ 被災した公共施設の早期復旧、計画的・効率的な整備 

・ 市民・事業者・行政が一体となった自助・共助・公助による協

働のまちづくりの推進による安全都市の構築 

・ 地域活力を牽引する既存産業の復興を支援 

・ 地理的特性（関東地方と東北地方の結節点、あるいは北関東地

方の海の玄関口）を踏まえた物流インフラの整備 

・ 恵まれた自然環境や国際性、進取の気風、培われた文化、まち

づくりの歴史など、先人先達が築いた地域資源を最大限に活用 

 

２ 津波への対応 

・茨城県において、浸水想定区域の見直し（Ｌ１、Ｌ２の設定を含

む）を検討中。 

・今年度業務では、今次津波の浸水実績をふまえ、海岸部の避難安

全対策について検討。 

整備方針 

河川堤防 
整備方針 

・検討中 

2 線堤等 
の方針 
（含む緑地） 

－ 

市街地整備 
の方針 

・市民の生活基盤である施設の早期復

旧、計画的・効率的な整備 

交通体系 
の方針 

・緊急避難用道路、流通基盤（物流イ

ンフラ）の整備 

・災害時の移動手段確保等のためのＢ

ＲＴ（バス専用走行路等）の整備促

進 

避難体系 
の方針 

・災害対策本部における情報機器類の

整備や非常用電源の備蓄 

・屋外放送塔の改善 

・海岸部の避難安全対策 

・東日本大震災の浸水範囲を反映した

津波ハザードマップの改訂 

産業地域 
の復旧方針 

・日本経済団体連合会が進めている

「未来都市モデルプロジェクト（日

立市スマート工業都市）」の推進 

地区別の方針の概要 

― 

（※個別地区検討なし） 

地区名 復興の基本的な考え方 

― 
― 

 

久慈浜海水浴場 

 

伊師浜海水浴場

川尻海水浴場

会瀬海水浴場 

河原子海水浴場 

水木海水浴場 

【凡例】 

       ：東日本大震災の浸水範囲 

       ：主な海水浴場からの避難方向 

久慈浜海水浴場 


